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課 題 

 缶・ビン・PET を分別せずに一緒に収集する方法は、市民のごみ分別に係る負担を軽減

し、収集運搬中のビンの割れを防止できるなどのメリットがある反面、ごみは不用物では

なく資源との認識を一人一人の市民が持つことや、ごみの発生そのものを減らそうという

意識を醸成は、難しくなるのではないかと思われる。視察に参加した委員からも、「ごみの

減量化や資源化は、住民が分別に加わることで始めて認識されるのではないか。」との感想

があった。 

 

その他 

 PET は容器包装リサイクルのルートではなく、中国へ有価物として輸出していたが、本

年度は情勢変化で国内向けに変わっている。来年度も国内向けの販売額を 4 円/kg 程度と

見込んでおり、その他 PET がダブついて販売できないことも考慮して、容リのルートも確

保しているとのこと。 

 粗大ごみは、他の施設で処理するが、その中でまだ使える物のうち 80 点ほどをアイクル

で修理し（シルバー人材 6 名のうち毎日 2 名が修理等を行う。）、年に 3 回オークション方

式で販売している。 

 

【生ごみバイオガス化】 

横須賀市の生ごみバイオガス化実証施設は、生ごみの分別を市民に求めるのではなく、

一般の可燃ごみをそのまま原料とすることに特徴があり、分別の簡素化という考え方は、

アイクルと共通である。プラントに生ごみの選別施設を設置し、発生する残さは焼却処分

することから、収集段階で生ごみによる悪臭などの問題は発生しない。 

現在メタンガスをごみ収集車 2 台に利用している。将来はごみ収集車燃料だけでなく、

発電に利用する計画がある。周辺の 4 市 1 町の広域圏での処理を試算したところ、必要経

費、環境負荷とも従来の方法より改善される結果が得られた。（広域でないとコスト高とな

る。） 

 

  

 

神奈川県鎌倉市  ― ミックスペーパーの資源化 ― 

ミックスペーパー：カタログ、感熱紙やカーボン紙、ノート、

封筒、メモ用紙、名刺などの雑古紙 

制度の概要 

 鎌倉市は、平成 8 年に「ごみ半減宣言」（平成 17 年度目標）をしてごみの減量化をめざ

しており、ミックスペーパーは、平成 9 年度にごみの分別を 3 分別から 5 分別に変更した

際、資源ごみの一つとして加えた。紙製容器包装の実施時期よりも早く紙ごみの収集を行

っていたため、紙の種類も多く紙製容器包装には適合していない。ミックスペーパーは市

内の笛田リサイクルセンターで圧縮梱包され、製紙会社に引き取られる。 

平成 8 年度に 7 万トンあった可燃ごみは、平成 15 年度は 44600 トン（36%減）となった

が、半減の目標達成は難しい状況。 

紙ごみの収集業務委託費 188,419 千円(H16)、製紙会社への委託費 10,654 千円(H16)  

 ミックスペーパーから再生されたトイレットペーパーは 1 個 75 円(150m 巻)と多少割高

であるが、啓発の意味も込めて一般販売をしており、市役所でも率先して使っている。 
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鎌倉市の人口は、約 17 万人。 

  笛田リサイクルセンターの外観 

 

特 色 

鎌倉市のミックスペーパー資源化の特色は、製紙会社（信栄製紙・静岡県富士宮市）の

技術開発により、それまで取り除く必要があったバインダーなどの金属、フィルム、カー

ボン紙などを付けたままリサイクルできることにある。事務所から出る機密文書は、段ボ

ールに詰めたまま薬品槽に投入することが可能。 

可燃ごみ中に紙ごみは 30～50%程度含まれており、資源化への効果は大きい。製紙会社

への委託費は、平成 16 年度 5700 円/t（富士宮までの運搬料込み）である。 

 

 圧縮梱包されたミックスペーパー 

 

 課 題 

 紙ごみのリサイクルにもかかわらず、市のごみの総排出量は、平成 8 年度 85000 トンに

対して平成 15 年度は 83000 トンと、ほとんど減少していない。このため、鎌倉市では、「ご

みダイエット展」「ごみ発生抑制キャンペーン」として、啓発活動や説明会の開催、環境教

育の実施など、様々な対策を実施しているが、ライフスタイルの変換まで求めるような内

容については、市民に受け入れられるか、事業者の対応もできるのかなど、多くの疑問が

あるとのこと。 

 

滋賀県甲賀市（旧水口町） ―生ごみ堆肥化施設循環システム― 

生ごみ堆肥化循環の方法の概要 
・ 新たに堆肥化に参加する用件 

ごみステーションあたり 10 軒が堆肥化を行えば参加できる。代表者の申

し出により役場が説明。 
・ 家庭で用意するもの 

取手付きバケツ（1 家庭に週 1 袋（8 ㍑）配布される種堆肥を使って、生
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ごみをサンドイッチ上に入れる。） 
・ 生ごみの出し方 

ステーションに 130 リットルの集団回収容器を設置してあり、随時投入が

可能。回収は可燃ごみと同様週 2 回。各家庭は、ステーションに置かれた種

堆肥を週 1 回持ち帰り、再度堆肥作りに利用する。 
・ 堆肥の活用 

現在参加件数が増加しているため、製造した堆肥はすべて種堆肥として利

用している状況。20 ㍑のサンドイッチした生ごみが、6.7 ㍑の堆肥になるの

で、各家庭に毎週 8 ㍑ずつ配布すると、参加家庭が増加中の現状では堆肥が

足りない。草、剪定枝、牛糞を加えて増量している。 

 水口テクノスの生ごみ資源化施設 

視察における質問と甲賀市の回答 
項目 回答 

 市町村合併に伴う生ごみ堆肥

化事業などごみ処理体制の変

更について 

旧水口町の方式を拡大していく。 

 生ごみ堆肥化事業の大規模化

に伴う課題について 
現段階での評価は難しい。 

 生ごみ堆肥化事業を他の市町

村で実施する場合のポイント

となる事項について 

堆肥化施設の建設コスト、場所の選定、直営か

民間かなどが問題。 

住民の理解、協力が不可欠。 

 サンドイッチ方式のメリット

とデメリットについて 

メリット・・・臭いが抑制されるため、集団回

収が可能となる。 

デメリット・・・コストと手間がかかる。 

 堆肥の品質向上に係る課題に

ついて 

現在販売はしていないが、季節によるごみ質の

違いから品質が一定しないおそれがある。塩分は

1m2 あたり 2～3kg 使用なら問題ないが、10kg で

は発芽傷害の可能性がある。 

 事業系ごみの資源化の推進に

ついて 

 ISO 取得事業所では、堆肥化するため当該施設

に搬入しているところもあるが、数は少ない。市

の焼却施設への持ち込み料金と格差を付けるこ

と等により推進したい。 
 
 

京都市 ―バイオガス化技術実証研究プラント― 

○ 実証試験として、日 3 トンの生ごみ（ホテル厨芥、市場ごみ）を受け入れ、３００

Ｎm3 のバイオガスを発生させる。現地調査時は生ごみの受入は終了しており、発酵

工程のみ稼働していた。 

甲賀市の人口は約9万5
千人。うち旧水口町分は

3 万 9 千人。 






